
シラバス例示

創形美術学校  

【授業の到達目標及びテーマ】

【講義概要】
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【成績評価方法】

【授業の特徴・形式と教員紹介】

開講課程 開講学科 開講年度 履修対象

美術造形専門課程 ファインアート科昼間部（3年制） 2023年度 ２年版画専攻・前期

講義区分 授業科目名 担当教員 単位・時間数

学科 版画講座 今井圭介 １単位　18時間

日本の近代版画と創作版画運動

版画の用語や技法についての解説からはじめ、浮世絵版画や日本の近・現代版画の紹介を実際の作品や資料、画像
使ってわかりやすくみていきます。

「版画」という言葉は明治の終わり頃につくられた造語です。それは版がもつ独自な表現による、版からこそ創出される
画（え）ということを強く意識して生み出されたものでした。そうした版画についてルーツをたどったり実物や資料、画像
をみたりしながら、より一層に理解を深めていくことを目標にします。

授業計画及び学習の内容

版画よもやま話①（版の表現）

版画よもやま話②（版画の技法）

版画よもやま話③（素材と用語）

浮世絵版画①浮世絵版画のはじまり

浮世絵版画②技法と制作システム

日本の腐蝕銅版画と司馬江漢

日本開国！横浜絵と開化絵

光線画の浮世絵師・小林清親

　課題の提出を１００点満点として採点する。授業への参加・意欲などを考慮し、成績評価を行う。　　　　　　　なお出席
が全体の２／３以下の場合は、成績評価の対象外となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合格：(100〜95：A+　94
〜80：A　79〜70：B　69〜60：C)　不合格 (59〜0：D)　仮処置：保留

　講義・演習形式を基本とするが、各回で幾つかの課題を課して習熟度を検証する。

1959年新潟県生まれ。東京藝術大学卒業。町田市立国際版画美術館学芸員を経て町田市立博物館副館長（2012-
2020年）。版画家・吉田穂高、小野忠重、博物画家・小林重三などの展覧会を企画・実施。

詩と版画

東京国際版画ビエンナーレと現代版画

時代の寵児・池田満寿夫



シラバス例示

創形美術学校  

【授業の到達目標及びテーマ】

【講義概要】

回
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【成績評価方法】

【授業の特徴・形式と教員紹介】

1949年鳥取県生まれ。多摩美術大学大学院修了。第45回版画展版画協会賞、毎日現代日本美術展東京都現代美術
館賞、World Print Competition最高賞。山口源大賞。元多摩美術大学客員教授。日本版画協会会員。

　課題の提出を１００点満点として採点する。授業への参加・意欲などを考慮し、成績評価を行う。　　　　　　　なお出席
が全体の２／３以下の場合は、成績評価の対象外となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合格：(100〜95：A+　94
〜80：A　79〜70：B　69〜60：C)　不合格 (59〜0：D)　仮処置：保留

　講義・演習形式を基本とするが、各回で幾つかの課題を課して習熟度を検証する。

作品鑑賞

作品プレゼンテーション

作品鑑賞

この授業では現代版画とは何かを考えることを目標とします。現代版画や現代美術について多くの作品を鑑賞し、様
々な作品が持つ魅力やコンセプトを知って行きます。それら作品の変遷、現代美術史に理解を深めることから個々の
制作の可能性を拡げることを目標とします。

現代美術作品、現代版画作品の鑑賞。ポップアート以降、現在に至るまでの様々な作品の鑑賞を通してその作品の
魅力とコンセプトの研究を行い、現代版表現を考える。自身の作品をより理解し、制作の可能性を拡げることを目的に
、個々の作品のプレゼンテーションを行う。

授業計画及び学習の内容

授業説明(版表現について)作品鑑賞

作品鑑賞

作品鑑賞

作品鑑賞

作品プレゼンテーション

作品鑑賞

作品鑑賞

作品鑑賞

講義区分 授業科目名 担当教員 単位・時間数

学科 版画概論 天野純治 １単位　16.5時間

開講課程 開講学科 開講年度 履修対象

美術造形専門課程 ファインアート科昼間部（3年制） 2023年度 ２年版画専攻・後期



シラバス例示

創形美術学校  

【授業の到達目標及びテーマ】

【講義概要】

回
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【成績評価方法】

【授業の特徴・形式と教員紹介】

開講課程 開講学科 開講年度 履修対象

美術造形専門課程
ファインアート科／ビジュアルデザイ

ン科　昼間部（3年制）
2023年度 ２年版画専攻・後期

講義区分 授業科目名 担当教員 単位・時間数

学科 感性と表現5 田野倉康一 0.3単位　9時間

毎回、授業の最初に講師が同時代の詩を朗読、紹介するとともに、講義においては、詩に対する理解を深めることによ
り、ファインアート、デザインの実践に、言葉の側面から寄与したい。また、その目的において、詩の実技指導も行う。

受講者がそれぞれに詩に触れ、受容し、詩作することを通して、他人の言葉に左右されることなく、ファインアートやデ
ザインの実践の中で言葉とうまく付き合っていけるようになること。

授業計画及び学習の内容

オリエンテーション

詩とはなにか。あるいは詩の現在について

詩と美術・詩とデザイン

詩の作り方・実技指導

実技指導

講評会

　課題の提出を１００点満点として採点する。授業への参加・意欲などを考慮し、総合評価を行う。　　　　　　　なお出席
が全体の２／３以下の場合は、成績評価の対象外となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合格：(100〜95：A+　94
〜80：A　79〜70：B　69〜60：C)　不合格 (59〜0：D)　仮処置：保留

　講義・ディスカッション形式を基本とするが、各回で幾つかの課題を課して習熟度を検証する。

１９６０年生まれ。明治大学文学部文学科フランス文学専攻卒、２００２年第１３回歴程新鋭賞受賞、現代詩文庫『田野
倉康一詩集』をはじめ、単行詩集５冊、共著４冊、編書１冊のほか、山田正亮展（東京国立近代美術館）、イケムラレイ
コ展（ヴァンジ彫刻庭園美術館）など展覧会のカタログテキストの執筆多数。



シラバス例示

創形美術学校  

【授業の到達目標及びテーマ】

【講義概要】

回
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【成績評価方法】

【授業の特徴・形式と教員紹介】

1969年福岡県生まれ。早稲田大学大学院文学研究科仏文専攻修士課程修了。多摩美術大学非常勤講師。また俳優
養成所を経て映画・舞台に出演、受賞作多数。朗読、吹替え、PVやアートヴィデオ出演の他、THEATRE茶房の冠では
プロデュース、演出を兼務。俳優術を生かした外国語習得の方法論の探求、実践に取り組む。

　期末ごとに試験を行い１００点満点として採点する。授業への参加・意欲などを考慮し、総合評価を行う。　　　　　　　な
お出席が全体の２／３以下の場合は、成績評価の対象外となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合格：(100〜95：A
+　94〜80：A　79〜70：B　69〜60：C)　不合格 (59〜0：D)　仮処置：保留

　講義・ディスカッション形式を基本とするが、各回で幾つかの課題を課して習熟度を検証する。

会話と演習

会話と演習

前期まとめ 後期まとめ

前期まとめ 後期まとめ

中間試験 後期試験

会話と文法 会話と演習

会話と文法 後期まとめ

会話と文法 後期まとめ

会話と文法 会話と演習

会話と文法 会話と演習

会話と文法 会話と演習

会話と文法 会話と演習

会話と文法 会話と演習

会話と文法 会話と演習

会話と文法 会話と演習

講義区分 授業科目名 担当教員 単位・時間数

選択学科 フランス語II 内田 雅樹 ２単位　45時間

フランス語１の修了者を対象として、一年次に習得した基礎力を基盤としながら会話表現・文法の両面での知識を広げ
ていきます。また、少しずつ書かれたものを読む練習も行います。

前期は、まず問題練習などを通じて、書くという別観点を少し意識しながら昨年の復習を行います。その後複合過去、単
純未来へと文法面で次のステップへと移っていきます。後期は、フランス旅行の機会を想定して、オリジナルのフランス
旅行のしおりを作成していく課題が課され、校内展示の機会を設けます。

授業計画及び学習の内容

オリエンテーション 会話と演習

開講課程 開講学科 開講年度 履修対象

美術造形専門課程 ファインアート科昼間部（3年制） 2023年度 ２年版画専攻・前期/後期



シラバス例示

創形美術学校  

【授業の到達目標及びテーマ】

【講義概要】

回
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【成績評価方法】

【授業の特徴・形式と教員紹介】

　課題作品を１００点満点として採点する。授業への参加・意欲などを考慮し、総合評価を行う。　　　　　　　　なお出席
が全体の２／３以下の場合は、成績評価の対象外となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合格：(100〜95：A+　94
〜80：A　79〜70：B　69〜60：C)　不合格 (59〜0：D)　仮処置：保留

　講義・ディスカッション形式を基本とする。

就職セミナー（就活ポートフォリオ）

海外講座C

特別講座：現代社会においてクリエイターの役割は益々重要性を増し、その領域は日々拡大しつつあります。講座では
創作における考え方、発想法をリアルタイムな講義を通して学んでいきます。
就職セミナー：就職活動から入社後の心構えやクリエイターとしての取り組みなどについてセミナー講座を開催。

6/7(水) 海外講座A 、7/6(木)就職セミナーA、9/19(火) 
2年就職セミナー、9/22(金)海外留学講座A、9/29(金)海外留学講座B、10/14(土)同窓会講座、10/24(火) 
就職セミナーB、11/15(水)海外講座B、12/6(水)海外講座C、12/9(土)創形展講座、2/17(土)就職セミナー（就活ポートフ
ォリオ）

授業計画及び学習の内容

海外講座A

就職セミナーA

2年就職セミナー

海外留学講座A

海外留学講座B

同窓会講座

就職セミナーB

海外講座B

講義区分 授業科目名 担当教員 単位・時間数

選択学科 特別講座／就職セミナー ゲスト講師 1単位　30時間

開講課程 開講学科 開講年度 履修対象

美術造形専門課程 ファインアート科　昼間部（3年制） 2023年度
２年版画専攻・前期/

後期



シラバス例示

創形美術学校  

【授業の到達目標及びテーマ】

【講義概要】

回

1
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【成績評価方法】

【授業の特徴・形式と教員紹介】

　課題作品を１００点満点として採点する。授業への参加・意欲などを考慮し、総合評価を行う。　　　　　　　　なお出席が
全体の２／３以下の場合は、成績評価の対象外となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合格：(100〜95：A+　94〜80
：A　79〜70：B　69〜60：C)　不合格 (59〜0：D)　仮処置：保留

　講義・ディスカッション形式を基本とする。

○一般常識的な求人や採用にまつわる社会状況や知識を学ぶ。(アイデム)
○どのような企業や職種が自分に向いているのか？就職して何をやりたいか？を自分自身が理解することにより目標
を明確にします。またデザイン・広告業界の現状を理解することで就職活動をよりスムーズにそして有意義なものになる
ことを目指します。(秋山カズオ)
○「笑顔」を多角的にアプローチして掘り下げ、スキルとしての笑顔を学習します。笑顔に期待できる効果、好感度の高
い笑顔のかたち、TPOに合わせた笑顔、心から笑顔になれる手法を学びます。特にこの授業では、就職面接、コミュニ
ケーションをする上で最も重要視される印象アップの為の笑顔力、プレゼン力をつける授業です。(川野恵子)

○企業の採用担当者や研修担当者から一般的に就活に必要な知識を学ぶ。(アイデム)
○1.自分の長所と短所を明確にする。
2.就職することで得られるメリットを理解する。
3.社会や企業で必要とされる人財とはどういったものかを知る。
4.上記をもとに面接での自己PRを考える。(秋山カズオ)
○笑顔を知る・育む・実践するの３ステップで進める授業です。笑顔の外的・内的効果を知り、笑顔を育む笑顔トレーニ
ングを実践。また、実際の就職面接で活かせる印象アップのポイントについても講義します。授業前後に笑顔採点機で
自身の笑顔を数値判定。受講後のレポート提出で笑顔スペシャリスト検定３級資格を取得できます。 (川野恵子)

授業計画及び学習の内容

講義及びディスカッション

講義及びディスカッション

講義及びディスカッション

講義及びディスカッション

講義及びディスカッション

講義及びディスカッション

発表

講義区分 授業科目名 担当教員 単位・時間数

選択学科 就職講座
アイデム　　　　川
野恵子　　　　秋

山カズオ
1単位　21時間

開講課程 開講学科 開講年度 履修対象

美術造形専門課程 ファインアート科昼間部（3年制） 2023年度 ２年版画専攻・後期



シラバス例示

創形美術学校  

【授業の到達目標及びテーマ】

【講義概要】

回

1 19

2 20

3 21

4 22

5 23

6

7

8

9
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17

18
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【成績評価方法】

【授業の特徴・形式と教員紹介】

講義

模擬試験

　試験を行い１００点満点として採点する。授業への参加・意欲などを考慮し、総合評価を行う。　　　　　　　　なお出席が
全体の２／３以下の場合は、成績評価の対象外となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合格：(100〜95：A+　94〜80
：A　79〜70：B　69〜60：C)　不合格 (59〜0：D)　仮処置：保留

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義 講義

講義 試験

講義

・言語知識、読解、聴解の実戦練習。
・模擬試験。

授業計画及び学習の内容

模擬試験 講義

講義 講義

選択学科 日本語1 蒋 燕萍 3単位　69時間

①日本語能力試験N1対策：N1の試験に合格できる力をつける。
②語彙力の向上

　講義・ディスカッション形式を基本とするが、各回で幾つかの課題を課して習熟度を検証する。

中国福建省出身。2008年来日。2011年日本語能力試験N1合格。2014年3月札幌大学経営学部経営学科卒業。2014年
４月株式会社アイデム入社。新卒担当のエージェントとして留学生の就職をトータルサポート。2016年７月より創形美術
学校にて主に広報活動と留学生教育に携わる。

開講課程 開講学科 開講年度 履修対象

美術造形専門課程 ファインアート科　昼間部（３年制） 2023年度 留学生・前期

講義 講義

講義区分 授業科目名 担当教員 単位・時間数



シラバス例示

創形美術学校  

【授業の到達目標及びテーマ】

【講義概要】

回

1

2

3

4

5

6

7

8

【成績評価方法】

【授業の特徴・形式と教員紹介】

　試験を行い１００点満点として採点する。授業への参加・意欲などを考慮し、総合評価を行う。　　　　　　　　なお出席が
全体の２／３以下の場合は、成績評価の対象外となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合格：(100〜95：A+　94〜80
：A　79〜70：B　69〜60：C)　不合格 (59〜0：D)　仮処置：保留

　講義・ディスカッション形式を基本とするが、各回で幾つかの課題を課して習熟度を検証する。

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義区分 授業科目名 担当教員 単位・時間数

選択学科 日本語2 メロス言語学院教員 １単位　24時間

目上に対する日本語表現とカジュアルな日本語表現の向上を目標として挙げます。

前半90分、後半20分=映像教材を見て、語彙の聞き取り+ディスカッション。
後半70分= (1)会話表現+ロールプレイ(15分)
(2)1分間スピーチ(15分)
(3)Show & Tell(40分)

授業計画及び学習の内容

講義

開講課程 開講学科 開講年度 履修対象

美術造形専門課程 ファインアート科　昼間部（3年制） 2023年度 １年留学生・後期



シラバス例示

創形美術学校  

【授業の到達目標及びテーマ】

【講義概要】

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

【成績評価方法】

【授業の特徴・形式と教員紹介】

演習VI：mapping

武蔵野美術大学大学院修了、文化庁国内・在外研修、ホルベインスカラシップ、主なグループ展 『ART TODAY 
2004』『VOCA』。主な個展 ギャラリエアンドウ、アートフロントギャラリー、ギャラリーαMなど。

　課題作品を１００点満点として採点する。授業への参加・意欲などを考慮し、総合評価を行う。　　　　　　　　なお出席が
全体の２／３以下の場合は、成績評価の対象外となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合格：(100〜95：A+　94〜8
0：A　79〜70：B　69〜60：C)　不合格 (59〜0：D)　仮処置：保留

　実技演習形式を基本とする。各回で幾つかの課題を課して習熟度を検証する。

講評

演習I：他者の考え　アイデアを出す方法

演習II：身体　自分の身長と同じ長さの紙

演習III：色について　水彩絵具・複数の石膏像

演習IV：描く／描かれるもの　支持体と描画材

演習V：破壊と再構成の自画像　本、雑誌など加工してよい書籍１冊持参

実技 現代美術演習Ａ 山本 晶 １単位　27時間

演習I：自己と表現　1年の最後の授業に制作した作品を持参

多様化する美術表現を体験し、表現の可能性の幅、及び表現は唯一ではなく複数であることを発見する。

思いつきからワクワクする表現へどうやって繋げればいいのか。9:20に集まって今日（こんにち）の美術について簡単な
レクチャーがあります。それを聞いてからの制作となります。個人の視点がどのように表現方法につながるのか。個人
の内側にある発想が公共空間に置かれた時にどのように映るのか。演習を通して体験します。

授業計画及び学習の内容

オリエンテーション　デッサン道具・画用紙（貸出し画板と同じ大きさを用意）・画板

講義区分 授業科目名 担当教員 単位・時間数

開講課程 開講学科 開講年度 履修対象

美術造形専門課程 ファインアート科昼間部（3年制） 2023年度 ２年・前期



シラバス例示

創形美術学校  

【授業の到達目標及びテーマ】

【講義概要】

回

1

2

3

4

5

6

7

8

【成績評価方法】

【授業の特徴・形式と教員紹介】

最終講義＋総評

1983年生まれ。美術家。東京藝術大学大学院美術研究科先端芸術表現専攻博士後期課程修了。博士（美術）。アーテ
ィストグループ『カオス*ラウンジ』を結成し、展覧会やイベント等をキュレーション。キュレーション作品に『市街劇 
百五〇年の孤独』（2017年）など。著書に『情報社会の情念』（NHK出版、2013年）。

　課題作品を１００点満点として採点する。授業への参加・意欲などを考慮し、総合評価を行う。　　　　　　　　なお出席
が全体の２／３以下の場合は、成績評価の対象外となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合格：(100〜95：A+　94
〜80：A　79〜70：B　69〜60：C)　不合格 (59〜0：D)　仮処置：保留

　実技演習形式を基本とする。各回で幾つかの課題を課して習熟度を検証する。

講義③④

課題2セッション（中間講評会）

課題3セッション

講義⑤⑥

課題4セッション

実技 現代美術演習Ｂ 黒瀬陽平 １単位　24時間

課題1セッション

カリキュラム全体を通して各自が制作テーマ、モチーフを発見し、自分なりの制作プロセスを組み立て、作品を完成させ
ることを目標とします。講義では、個別の作品分析、事例分析を中心に進めますが、学生からの質問やリクエストに応じ
て内容は変化します。

現代美術への理解を深め、作品制作を進めてゆくために、講義と課題制作、セッション（課題作品についてのプレゼン、
ディスカッション）、講評会を組み合わせたカリキュラムを組んでいます。課題制作とセッションを繰り返すことで、学生ひ
とりひとりの制作プロセスにコミットし、議論を積み重ねながら作品制作を進めてゆきます。講義では狭義の現代美術に
限らず、サブカルチャーも含めた他ジャンル、他メディアの作品を数多く扱います。

授業計画及び学習の内容

オリエンテーション＋講義①②

講義区分 授業科目名 担当教員 単位・時間数

開講課程 開講学科 開講年度 履修対象

美術造形専門課程 ファインアート科昼間部（3年制） 2023年度 ２年・前期



シラバス例示

創形美術学校  

【授業の到達目標及びテーマ】

【講義概要】

回

1

2

3

4

5

6

7

8

【成績評価方法】

【授業の特徴・形式と教員紹介】

講評会

2006年女子美術大学芸術学部絵画学科卒業。2008年同大学院研究領域版画修了。2015年英国JADE 
BOOKBINDING 
STUDIOにて研修。近年は「空想建築」を主題として平版画、陶、製本の技術を生かしたミクストメディア作品等を制作発
表している。（社）日本版画協会準会員。

　課題作品を１００点満点として採点する。授業への参加・意欲などを考慮し、総合評価を行う。　　　　　　　　なお出席
が全体の２／３以下の場合は、成績評価の対象外となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合格：(100〜95：A+　94
〜80：A　79〜70：B　69〜60：C)　不合格 (59〜0：D)　仮処置：保留

　実技演習形式を基本とする。各回で幾つかの課題を課して習熟度を検証する。

上製本制作（布の裏打ち）

上製本制作（仕上げ）

簡易製本（イラスト制作）

簡易製本（イラスト制作）

簡易製本（綴じる）

実技 製本実習 山口茉莉 １単位　24時間

上製本制作（本文を綴る）

簡易なノート制作と、自分だけの上製本を制作します。 

本の造り、紙の持つ性質を学び、実際に製本する過程を通して「本」そのものの価値を考えます。

授業計画及び学習の内容

概要説明/（ノート作成）

講義区分 授業科目名 担当教員 単位・時間数

開講課程 開講学科 開講年度 履修対象

美術造形専門課程 ファインアート科昼間部（3年制） 2023年度 ２年・前期／後期



シラバス例示

創形美術学校  

【授業の到達目標及びテーマ】

【講義概要】

回

1

2

3

4

5

6

7

【成績評価方法】

【授業の特徴・形式と教員紹介】

1965年福岡県生まれ。1988年大阪芸術大学写真学科卒業。現代美術家。写真、グラフィック、空間デザインなど多岐に
わたって活動。ヴェネツィアビエンナーレ、シンガポールビエンナーレ出展。『昭和40年会』会長。

　課題作品を１００点満点として採点する。授業への参加・意欲などを考慮し、総合評価を行う。　　　　　　　　なお出席が
全体の２／３以下の場合は、成績評価の対象外となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合格：(100〜95：A+　94〜8
0：A　79〜70：B　69〜60：C)　不合格 (59〜0：D)　仮処置：保留

　実技演習形式を基本とする。各回で幾つかの課題を課して習熟度を検証する。

デジタルカメラ入門１

私の写真論2／WS「モノクロ・ユニバース」

デジタルカメラ入門2

セルフポートレイト実践／森村泰昌

セレフポートレイト実践／WS　講評

実技 写真と美術 松蔭浩之 １単位　21時間

私の写真論１／カルティエ・ブレッソンを「読む」

写真の成り立ちから、構図や光の捉え方などを享受しつつ、「写真とはなにか？」を考察し、絵画制作に活用することを
目標にする。

歴代写真家の作品を紹介し、読み解きながらの座学と、デジタルカメラの扱い方を指導しつつ、ワークショップ形式で制
作を重ねる。

授業計画及び学習の内容

写真の誕生／カメラの仕組み

講義区分 授業科目名 担当教員 単位・時間数

開講課程 開講学科 開講年度 履修対象

美術造形専門課程 ファインアート科昼間部（3年制） 2023年度 ２年・後期



シラバス例示

創形美術学校  

【授業の到達目標及びテーマ】

【講義概要】

回

1 17

2 18

3 19

4 20

5 21

6 22

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

【成績評価方法】

【授業の特徴・形式と教員紹介】

1991年女子美術大学芸術学部絵画科版画専攻卒業。1992年同大学研究生修了。2000年文化庁芸術インターンシップ
研修員。日本版画協会展(畦地梅太郎賞)、Trois-
Riviere国際現代版画ビエンナーレ、文化庁現代美術選抜展、文化庁買上優秀美術作品披露展、高知国際版画トリエン
ナーレ（優秀賞）、（社）日本版画協会会員。

　課題作品を１００点満点として採点する。授業への参加・意欲などを考慮し、総合評価を行う。　　　　　　　　なお出席が
全体の２／３以下の場合は、成績評価の対象外となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合格：(100〜95：A+　94〜80：
A　79〜70：B　69〜60：C)　不合格 (59〜0：D)　仮処置：保留

　実技演習形式を基本とする。各回で幾つかの課題を課して習熟度を検証する。

制作

試作チェック

実演／講義

制作

試作チェック

制作

試作チェック

制作

制作 講評会

制作

制作チェック

実演／講義／テストプレート制作 制作

制作／エスキースチェック 本刷り

制作 本刷り

実演／講義／テストプレート制作 試作チェック

講義区分 授業科目名 担当教員 単位・時間数

実技 銅版画 馬場知子 ２単位　66時間

銅版画の制作プロセスを修得し、作品を完成させます。銅版画には様々な技法がありますが、エッチングを中心に物質
の変容と結びついた腐食技法の多様な表現に触れます。版を媒介することで生じる他者性を柔軟に取り入れながら自
分の表現の世界を広げましょう。

まずテストプレートで様々なマチエール表現を試しながら「道具、薬品の使い方」「描画」「製版」「刷り」の作業工程を理解
し体得していきます。本作では自分のイメージの具現化に必要な表現や技法を選択し制作します。
（わからないことはなんでも聞いてください。安全に楽しく制作しましょう）

授業計画及び学習の内容

オリエンテーション 制作

開講課程 開講学科 開講年度 履修対象

美術造形専門課程 ファインアート科昼間部（3年制） 2023年度 ２年・前期



シラバス例示

創形美術学校  

【授業の到達目標及びテーマ】

【講義概要】

回

1 17

2 18

3 19

4 20

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

【成績評価方法】

【授業の特徴・形式と教員紹介】

1975年奈良県生まれ。2006年東京藝術大学美術研究科修了。2005年第3回山本鼎版画大賞展準大賞、2007年Prints 
Tokyo 2007買上賞（三極）、2009年The 2nd NBC MESHTEC TOKYO INTERNATIONAL SCREEN PRINT 
BIENNIAL優秀賞。2015アワガミ国際ミニプリント展大賞。（社）日本版画協会会員。

　課題作品を１００点満点として採点する。授業への参加・意欲などを考慮し、総合評価を行う。　　　　　　　　なお出席が
全体の２／３以下の場合は、成績評価の対象外となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合格：(100〜95：A+　94〜80：
A　79〜70：B　69〜60：C)　不合格 (59〜0：D)　仮処置：保留

　実技演習形式を基本とする。各回で幾つかの課題を課して習熟度を検証する。

シルクスクリーン版画制作を通して孔版画の専門的知識を習得し、自己表現に結びつくよう学習します。基本の直接製
版方法を重ねて実習し環境にやさしい水性インクを使用し刷紙に刷ります。PCを使用した4色分解による4版4色の作品（
１８×２５㎝位）を１点、５版以上を使った作品（２５×３８㎝位）を１点制作、色を刷り重ねる時の表現効果、用具資材の
正しい使い方、手順を覚え多彩な効果を会得していきます。

基本的な水性インクで紙に刷る４版４色を使った作品（Ａ４／２１㎝×２９.７㎝）を一点（紙４枚程度）、５版以上を使った作
品（Ａ３／２９．７㎝×４２㎝）を一点(紙８枚程度)制作。

授業計画及び学習の内容

制作

試作チェック

制作

講評会

講義区分 授業科目名 担当教員 単位・時間数

実技 シルクスクリーン 東樋口徹 ２単位　60時間

開講課程 開講学科 開講年度 履修対象

美術造形専門課程 ファインアート科昼間部（3年制） 2023年度 ２年・前期

制作チェック

制作

制作チェック

制作

色々な刷り方説明

制作

制作チェック

制作

制作

オリエンテーション・技法説明 

技法説明 (PCを使用した4色分解)

製版説明

刷り方説明

制作

制作

制作



シラバス例示

創形美術学校  

【授業の到達目標及びテーマ】

【講義概要】

回

1 17

2 18

3 19

4 20

5 21

6 22

7 23

8 24

9 25

10 26

11 27

12

13

14

15

16

【成績評価方法】

【授業の特徴・形式と教員紹介】

鈴木 吐志哉：1968年東京都生まれ。創形美術学校研究科版画課程修了。アーティスト・イン・レジデンス 
アートスタジオ五日市滞在。2002年文化庁芸術家国内研修員。現代日本美術展（神奈川県立近代美術館賞）。日本版
画協会展（準会員佳作）。飛騨高山現代木版画ビエンナーレ（大賞）、SUVREMENA JAPANSKA G 
RAFIKA、国際木版画会議-木版ぞめき-、TRIBUNA GRAPHIC 2015、中日現代版画展 他、（社）日本版画協会会員。 
版画学会会員。東樋口 
徹：1975年奈良県生まれ。2006年東京藝術大学美術研究科修了。2005年第3回山本鼎版画大賞展準大賞、2007年Pri
nts Tokyo 2007買上賞（三極）、2009年The 2nd NBC MESHTEC TOKYO INTERNATIONAL SCREEN PRINT 
BIENNIAL優秀賞。2015アワガミ国際ミニプリント展大賞。（社）日本版画協会会員。　　　　　中村 
真理：1988年埼玉県生まれ。武蔵野美術大学大学院版画コース修了。2013年日本版画協会第81回版画展山口源新
人賞、第39回全国大学版画展収蔵賞、2015年武蔵野美術大学卒業・修了制作展優秀賞、第87回版画展準会員優秀
賞（社）日本版画協会会員。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馬場 
知子：1991年女子美術大学芸術学部絵画科版画専攻卒業。1992年同大学研究生修了。2000年文化庁芸術インターン
シップ研修員。日本版画協会展(畦地梅太郎賞)、Trois-
Riviere国際現代版画ビエンナーレ、文化庁現代美術選抜展、文化庁買上優秀美術作品披露展、高知国際版画トリエ
ンナーレ（優秀賞）、（社）日本版画協会会員。

　課題作品を１００点満点として採点する。授業への参加・意欲などを考慮し、総合評価を行う。　　　　　　　　なお出席
が全体の２／３以下の場合は、成績評価の対象外となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合格：(100〜95：A+　94
〜80：A　79〜70：B　69〜60：C)　不合格 (59〜0：D)　仮処置：保留

　実技演習形式を基本とする。各回で幾つかの課題を課して習熟度を検証する。

描画、製版、１版目の刷り全員終了する

描画、製版、刷り

描画、製版、刷り

描画、製版、刷り

描画、製版、刷り

描画、製版、刷り

講評会

２版目以降の描画開始、製版、刷り 本刷り

描画、製版、刷り

本刷り

描画、製版 描画、製版、試刷り

描画、製版 本刷り

描画、製版、刷り 本刷り

描画 描画、製版、試刷り

描画 描画、製版、試刷り

描画 描画、製版、試刷り

描画 描画、製版、刷り、中間講評

講義区分 授業科目名 担当教員 単位・時間数

実技 技法と表現A

鈴木吐志哉  
　　東樋口徹  

　　　中村真理  
　　　馬場知子

３単位　81時間

基本４版種から各自が選択した技法による制作。

前期に行った版画基本４版種（シルクスクリーン、銅版画、リトグラフ、木版画）から各自で技法を選択し、画材の購入
の仕方、取り扱い等を学びながら自由に制作してもらいます。
・作品サイズに指定は特にないが、小作品で数多く刷りの経験を重ねる事を推奨する。

授業計画及び学習の内容

オリエンテーション 描画、製版、刷り

開講課程 開講学科 開講年度 履修対象

美術造形専門課程 ファインアート科昼間部（3年制） 2023年度 ２年・前期



シラバス例示

創形美術学校  

【授業の到達目標及びテーマ】

【講義概要】

回

1 17

2 18

3 19

4 20

5 21

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

【成績評価方法】

【授業の特徴・形式と教員紹介】

1988年埼玉県生まれ。武蔵野美術大学大学院版画コース修了。2013年日本版画協会第81回版画展山口源新人賞、
第39回全国大学版画展収蔵賞、2015年武蔵野美術大学卒業・修了制作展優秀賞、第87回版画展準会員優秀賞（社）
日本版画協会会員。

　課題作品を１００点満点として採点する。授業への参加・意欲などを考慮し、総合評価を行う。　　　　　　　　なお出席
が全体の２／３以下の場合は、成績評価の対象外となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合格：(100〜95：A+　94
〜80：A　79〜70：B　69〜60：C)　不合格 (59〜0：D)　仮処置：保留

　実技演習形式を基本とする。各回で幾つかの課題を課して習熟度を検証する。

描画

ベタ版のデモ、描画

描画

描画

描画

紙の準備（いづみ）

白黒１版の製版（全員）

白黒１版刷り（全員）、片付け、鑑賞、

描画

描画

描画

刷りのデモ、版の準備 製版、刷り

描画 製版、刷り

描画 講評会

描画の進め方、見当の説明、製版のデモ 製版、刷り

講義区分 授業科目名 担当教員 単位・時間数

実技 リトグラフ 中村真理 ２単位　63時間

講義、実習を通してリトグラフの製版方法や刷りの行程を学び理解を深め、リトグラフの特性を活かした制作を行う。

リトグラフの特性を利用し、個々の表現したいテーマに基づき制作する。４版種の中でリトグラフの版作りは彫るのでは
なく「描く」という行為に最も近い版、ドローイングの様に手を動かして版づくりを行い自分自身で体験しながらリトグラフ
の仕組みを学んでいく。

授業計画及び学習の内容

オリエンテーション、下絵制作 製版、刷り

開講課程 開講学科 開講年度 履修対象

美術造形専門課程 ファインアート科昼間部（3年制） 2023年度 ２年・前期



シラバス例示

創形美術学校  

【授業の到達目標及びテーマ】

【講義概要】

回

1 17

2 18

3 19

4 20

5 21

6 22

7 23

8 24

9

10

11

12

13

14

15

16

【成績評価方法】

【授業の特徴・形式と教員紹介】

1968年東京都生まれ。創形美術学校研究科版画課程修了。アーティスト・イン・レジデンス 
アートスタジオ五日市滞在。2002年文化庁芸術家国内研修員。現代日本美術展（神奈川県立近代美術館賞）。日本版
画協会展（準会員佳作）。飛騨高山現代木版画ビエンナーレ（大賞）、SUVREMENA JAPANSKA G 
RAFIKA、国際木版画会議-木版ぞめき-、TRIBUNA GRAPHIC 2015、中日現代版画展 他、（社）日本版画協会会員。 
版画学会会員。

　課題作品を１００点満点として採点する。授業への参加・意欲などを考慮し、総合評価を行う。　　　　　　　　なお出席が
全体の２／３以下の場合は、成績評価の対象外となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合格：(100〜95：A+　94〜80：
A　79〜70：B　69〜60：C)　不合格 (59〜0：D)　仮処置：保留

　実技演習形式を基本とする。各回で幾つかの課題を課して習熟度を検証する。

彫版〜試摺り

彫版〜試摺り

様々な摺り　ー摺り方による効果ー

彫版〜試摺り

和紙の話、彫版〜試摺り

様々な彫り（コラグラフを参考に）

彫版

彫版

木版画について 彫版〜試摺り

木版画下図準備 彫版〜本摺り

トレースについて 制作〜講評

コラグラフの制作 彫版〜試摺り

コラグラフの制作 再彫版

コラグラフの刷り（木版画への応用） 再彫版

コラグラフの制作（素材を考える） 彫版〜試摺り

講義区分 授業科目名 担当教員 単位・時間数

実技 木版画 鈴木吐志哉 ２.５単位　72時間

1年次の「専攻別ワークショップ（版画専攻）」で体験した水性木版画１版単色をこの授業ではさらに 
多色木版画に展開していくことで、木版画技法の充実と色彩について研究します。水性多色木版画の技法は浮世絵に
見られるように日本独自の進化を遂げた技法でもあります。古来からの技法と現代の技法を駆使して自由な発想で制作
してもらいます。・版木サイズ３００×２２５㎜（４～５版多色）

水性多色木版画の作品の制作および基本技術と技法の展開。

授業計画及び学習の内容

制作準備〜制作エスキース 様々な摺り　ー摺り方による作品の展開ー

開講課程 開講学科 開講年度 履修対象

美術造形専門課程 ファインアート科昼間部（3年制） 2023年度 ２年・前期



シラバス例示

創形美術学校  

【授業の到達目標及びテーマ】

【講義概要】

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

【成績評価方法】

【授業の特徴・形式と教員紹介】

1958年岐阜県生まれ。21歳で渡米、シアトルの大学で絵を学び、後にプリンターへ転向。リトグラフのプリンター養成工
房としてはアメリカ随一と言われていた 
タマリンド石版画研究所に入る。その後日本に帰国、1987年にイタヅ・リトグラフィック（Itazu Litho-Grafik）を設立。 
国内外の作家と共同により多くの作品を制作。

　課題作品を１００点満点として採点する。授業への参加・意欲などを考慮し、総合評価を行う。　　　　　　　　なお出席が
全体の２／３以下の場合は、成績評価の対象外となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合格：(100〜95：A+　94〜80
：A　79〜70：B　69〜60：C)　不合格 (59〜0：D)　仮処置：保留

　実技演習形式を基本とする。各回で幾つかの課題を課して習熟度を検証する。

製版、刷り

講評会

製版、刷り

描画

製版、刷り

描画

描画

描画指導

描画

描画

描画

描画

描画

描画指導

描画

講義区分 授業科目名 担当教員 単位・時間数

実技 石版画 板津 悟 １.５単位　48時間

講義、実習を通して石版画の歴史や技術を学び、平版の仕組みを体感しながら石版石の特徴を活かした制作を行う。

石版石を版材として使える様な状態にするまでの作業工程も含めて、素材との対話を大切にしながら個々の表現を考
える。作品はモノトーンとし、一つ一つの行程を把握する。

授業計画及び学習の内容

オリエンテーション、研磨

開講課程 開講学科 開講年度 履修対象

美術造形専門課程 ファインアート科昼間部（3年制） 2023年度 ２年・後期



シラバス例示

創形美術学校  

【授業の到達目標及びテーマ】

【講義概要】

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

【成績評価方法】

【授業の特徴・形式と教員紹介】

1959年千葉県生まれ。創形美術学校研究科版画課程修了。1984年～日本版画協会展出品（以後毎年）、R.O.C.国際
版画・素描ビエンナーレ版画部門銀賞、カプラム国際版画ビエンナーレ名誉メダル賞、日本版画協会展準会員賞、イビ
ザ国際版画ビエンナーレ最高賞、環太平洋国際版画展2011特別賞受賞。その他国際版画展、美術館企画展多数出品
。（社）日本版画協会会員。

　課題作品を１００点満点として採点する。授業への参加・意欲などを考慮し、総合評価を行う。　　　　　　　　なお出席
が全体の２／３以下の場合は、成績評価の対象外となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合格：(100〜95：A+　94
〜80：A　79〜70：B　69〜60：C)　不合格 (59〜0：D)　仮処置：保留

　実技演習形式を基本とする。各回で幾つかの課題を課して習熟度を検証する。

刷り

刷り

講評会

彫版指導〜印刷説明

彫版

本刷り指導

描画

描画

描画

描画

描画

試し刷り〜彫版指導

描画

講義区分 授業科目名 担当教員 単位・時間数

実技 銅版直刻 長島 充 1.５単位　42時間

ドライポイントを始め、銅版直刻法による制作。様々な工具による線刻の表現や黒インクの刷りの表現方法の現れ方の
違いを学習し、ダイレクトに版を彫っていくこの技法ならではの特徴を体験する。

銅版画の中で、腐食を用いず直接的に版を彫っていくドライポイント技法を中心とした直刻法によりモノクローム銅版画
を1点(30×36.5㎝)制作する。課題のテーマは「人間像」。銅の板を直接彫っていく緊張感を体験してもらう。

授業計画及び学習の内容

ガイダンス・下絵トレース〜彫版

開講課程 開講学科 開講年度 履修対象

美術造形専門課程 ファインアート科昼間部（3年制） 2023年度 ２年・後期



シラバス例示

創形美術学校  

【授業の到達目標及びテーマ】

【講義概要】

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

【成績評価方法】

【授業の特徴・形式と教員紹介】

制作

ディスカッション１

1968年東京都生まれ。創形美術学校研究科版画課程修了。アーティスト・イン・レジデンス 
アートスタジオ五日市滞在。2002年文化庁芸術家国内研修員。現代日本美術展（神奈川県立近代美術館賞）。日本版
画協会展（準会員佳作）。飛騨高山現代木版画ビエンナーレ（大賞）、SUVREMENA JAPANSKA G 
RAFIKA、国際木版画会議-木版ぞめき-、TRIBUNA GRAPHIC 2015、中日現代版画展 他、（社）日本版画協会会員。 
版画学会会員。

　課題作品を１００点満点として採点する。授業への参加・意欲などを考慮し、総合評価を行う。　　　　　　　　なお出席が
全体の２／３以下の場合は、成績評価の対象外となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合格：(100〜95：A+　94〜80
：A　79〜70：B　69〜60：C)　不合格 (59〜0：D)　仮処置：保留

　実技演習形式を基本とする。各回で幾つかの課題を課して習熟度を検証する。

制作

制作

講評会

制作

制作

ディスカッション3

制作

ディスカッション２

制作

制作

制作

授業科目名 担当教員 単位・時間数

実技 ドローイング 鈴木吐志哉 ２単位　51時間

屋上落書きドローイング

制作

開講課程 開講学科 開講年度 履修対象

美術造形専門課程 ファインアート科昼間部（3年制） 2023年度 ２年・後期

版画制作から離れ、ドローイング制作に集中する時間とする。版画の技法に制約されることなく、様々な支持体や素材
を試す事で多角的に各自の表現を研究する。さらに「らくがき」等を通して描く喜びを再認識してもらいます。

サイズ・支持体・素材・枚数・他。各自の判断で選択して制作。版表現から一旦離れ、自由な表現を繰り返す中から自
分の作品について考える時間とする。また、期間中に屋上にて「らくがきドローイング」を行います。

授業計画及び学習の内容

ガイダンス・作家紹介

制作

講義区分



シラバス例示

創形美術学校  

【授業の到達目標及びテーマ】

【講義概要】

回

1

2

3

4

5

6

7

【成績評価方法】

【授業の特徴・形式と教員紹介】

開講課程 開講学科 開講年度 履修対象

美術造形専門課程 ファインアート科　昼間部（3年制） 2023年度 ２年・後期

本画制作

講義区分 授業科目名 担当教員 単位・時間数

実技 絵本イラストレーションＡ 竹内通雅 １単位　21時間

絵本表現における言葉と絵の関係性について考察し、実技演習を通して表現力、技術力を培う。

同一テーマで手製絵本を制作する。

授業計画及び学習の内容

ガイダンス、課題説明　プロット等確認、相談。ラフ画制作

ラフ画チェック

進捗状況チェック

本画制作チェック

仕上げ相談、制作

講評

　課題作品を１００点満点として採点する。授業への参加・意欲などを考慮し、総合評価を行う。　　　　　　　　　なお出席
が全体の２／３以下の場合は、成績評価の対象外となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合格：(100〜95：A+　94
〜80：A　79〜70：B　69〜60：C)　不合格 (59〜0：D)　仮処置：保留

　実技演習形式を基本とする。各回で幾つかの課題を課して習熟度を検証する。

1957年長野県生まれ。1979年創形美術学校研究科版画課程修了後現代美術作家として活動。1983年よりイラストの仕
事を開始。1986年第3回ザ・チョイス年度賞大賞受賞。1996年から絵本作家として活動中。



シラバス例示

創形美術学校  

【授業の到達目標及びテーマ】

【講義概要】

回

1

2

3

4

5

6

7

8

【成績評価方法】

【授業の特徴・形式と教員紹介】

講評会

携帯キャリア公式コンテンツ配信プラットフォームやアプリストアなど、主に大規模システムの開発・運用に携わる。2015
年 Psychic VR Lab 
設立に参画。三越伊勢丹やパルコ、ファッションブランドとVRを活用した様々な企画・製作を手掛ける。2018年パルコら
と共に様々なクリエイター／アーティストとVR／MRを使って超体験をデザインするプロジェクト NEWVIEW をスタート。

　課題作品を１００点満点として採点する。授業への参加・意欲などを考慮し、総合評価を行う。　　　　　　　　　なお出席
が全体の２／３以下の場合は、成績評価の対象外となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合格：(100〜95：A+　94
〜80：A　79〜70：B　69〜60：C)　不合格 (59〜0：D)　仮処置：保留

　実技演習形式を基本とする。各回で幾つかの課題を課して習熟度を検証する。

制作

制作

制作

制作

制作

実技 先端メディア 八幡純和 １単位　24時間

企画・演出

VRという技術とそこに連動して様々な新しい魅力を展開しているサービスへの理解。また先端技術を応用した作品制作
への展開。

ゲームやファッションの世界だけでなく現代の様々なカルチャーやサービス、イベントなどと連動して発展している「VR（
バーチャルリアリティ）」の世界。そのVRの仕組みと特性を理解しながらバーチャル空間ならではの作品制作を個々に
試みます。

授業計画及び学習の内容

オリエンテーション

講義区分 授業科目名 担当教員 単位・時間数

開講課程 開講学科 開講年度 履修対象

美術造形専門課程 ファインアート科昼間部（3年制） 2023年度 ２年・後期



シラバス例示

創形美術学校  

【授業の到達目標及びテーマ】

【講義概要】

回

1 36

2 37

3 38

4 39

5 40

6 41

7 42

8 43

9 44

10 45

11 46

12 47

13 48

14 49

15 50

16 51

17 52

18 53

19 54

20 55

21 56

22 57

23 58

24 59

25 60

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

【成績評価方法】

【授業の特徴・形式と教員紹介】

鈴木 吐志哉：1968年東京都生まれ。創形美術学校研究科版画課程修了。アーティスト・イン・レジデンス 
アートスタジオ五日市滞在。2002年文化庁芸術家国内研修員。現代日本美術展（神奈川県立近代美術館賞）。日本版
画協会展（準会員佳作）。飛騨高山現代木版画ビエンナーレ（大賞）、SUVREMENA JAPANSKA G 
RAFIKA、国際木版画会議-木版ぞめき-、TRIBUNA GRAPHIC 2015、中日現代版画展 他、（社）日本版画協会会員。 
版画学会会員。東樋口 
徹：1975年奈良県生まれ。2006年東京藝術大学美術研究科修了。2005年第3回山本鼎版画大賞展準大賞、2007年Pri
nts Tokyo 2007買上賞（三極）、2009年The 2nd NBC MESHTEC TOKYO INTERNATIONAL SCREEN PRINT 
BIENNIAL優秀賞。2015アワガミ国際ミニプリント展大賞。（社）日本版画協会会員。　　　　中村 
真理：1988年埼玉県生まれ。武蔵野美術大学大学院版画コース修了。2013年日本版画協会第81回版画展山口源新
人賞、第39回全国大学版画展収蔵賞、2015年武蔵野美術大学卒業・修了制作展優秀賞、第87回版画展準会員優秀
賞（社）日本版画協会会員。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馬場 
知子：1991年女子美術大学芸術学部絵画科版画専攻卒業。1992年同大学研究生修了。2000年文化庁芸術インターン
シップ研修員。日本版画協会展(畦地梅太郎賞)、Trois-
Riviere国際現代版画ビエンナーレ、文化庁現代美術選抜展、文化庁買上優秀美術作品披露展、高知国際版画トリエン
ナーレ（優秀賞）、（社）日本版画協会会員。

　課題作品を１００点満点として採点する。授業への参加・意欲などを考慮し、総合評価を行う。　　　　　　　　なお出席
が全体の２／３以下の場合は、成績評価の対象外となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合格：(100〜95：A+　94
〜80：A　79〜70：B　69〜60：C)　不合格 (59〜0：D)　仮処置：保留

　実技演習形式を基本とする。各回で幾つかの課題を課して習熟度を検証する。

制作指導

作品制作

作品制作

作品制作

作品制作

作品制作

作品制作

作品制作

制作指導

作品制作 作品制作

制作指導 連作作品講評

作品制作

1点目講評 作品制作

作品制作 作品制作

作品制作 作品制作

作品制作 作品制作

作品制作 作品制作

作品制作 制作指導

作品制作 制作指導

作品制作 作品制作

制作指導 作品制作

作品制作 中間講評

作品制作 作品制作

制作指導 作品制作

作品制作 作品制作

制作指導 作品制作

作品制作 作品制作

制作指導 作品制作

作品制作 作品制作

作品制作 制作指導

作品制作 作品制作

作品制作 制作指導

作品制作 作品制作

作品制作 作品制作

講義区分 授業科目名 担当教員 単位・時間数

実技 技法と表現B・インターンシップ

鈴木吐志哉  
　　東樋口徹  

　　　中村真理  
　　　馬場知子

７単位　180時間

２年生の期間に学習した技法を駆使し、各自自由に版種を選択しての制作。エスキース等も含め各自の方向性を探り、
研究する時間とする。

作品サイズ指定なし。各自の自由とする。２作品以上を制作。

授業計画及び学習の内容

ガイダンス 作品制作

開講課程 開講学科 開講年度 履修対象

美術造形専門課程 ファインアート科昼間部（3年制） 2023年度 ２年・後期


